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1 履行概要

北海道目梨郡羅臼町湯ノ沢町388 羅臼ビジターセンター

￥903,000－（うち消費税 ￥43,000－）

北海道地方環境事務所　釧路自然環境事務所長　野口　明史　殿

木村　麻里子 様

網走市駒場南７丁目5番11号

山本電子工業株式会社

代表取締役　　

0152-44-5141

業務概要 オホーツク海海洋沖に設置している海洋観測ブイ及び簡易

ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞｼｽﾃﾑの回収作業並びにそれに伴う各種作業

（１）展示施設の維持管理

①情報提供のための電子端末の調整及び点検

②異常時の対応

③謝礼の支払い

（２）海洋観測ブイの回収及び総点検

①回収時期

②回収方法

③謝礼の支払い

④海洋観測ブイの及び各センサーの点検・補修

⑤点検が終了した海洋観測ブイの搬送

（３）海洋観測ブイによる観測及びデータ解析

①観測データ

②観測データの送信

③観測データの解析

④データの活用の検討

⑤観測期間

（９）

氏 名

山本　昌廣

電 話

（８）業務責任者 山本電子工業株式会社釧路支店　　　　　　山本　貴範

（７）請 負 者 住 所

（６）監督職員官職氏名 監 督 員 自然保護官

（４）請 負 代 金

（５）発 注 者

（３）納 入 期 限 平成２４年　３月２６日

（１）業 務 名 平成２３年度羅臼ﾋﾞｼﾞﾀｰｾﾝﾀｰ観測情報展示施設の維持管理等業務

（２）履 行 場 所 北海道斜里郡斜里町 オホーツク海　海洋



2 展示施設の維持管理

及び点検を行うとともに、海洋観測ブイを含む当該施設の

情報提供のための電子端末の調整及び点検

観測情報を提供する為の受注後にＮＴＴ及びプロバイダに

速やかに契約措置を行い、ネット契約を行いました。

尚、履行期限の平成２４年３月３１日までＮＴＴ及びプロ

バイダの通信料を本業務にて支払を行います。

・ＮＴＴ申し込みコース　フレッツＡＤＳＬ１２Ｍタイプ

　（ＡＤＳＬ専用型）

・プロバイダ　株式会社オーレンス

　（羅臼ビジターセンターの既存のプロバイダがオーレンス

　　でしたので同一のプロバイダと致しました。）

（１）概 要 平成２２年度に設置された情報提供の為の電子端末の調整

異常時に対応するものと致します。

（２）























































（３）異常時の対応

　　　　　　受注後、平成２３年９月２３日午前３時以降からの水温データが異常値を示しております。

　　　　　　異常データ発生からの状況について下記の通り報告致します。

　１）故障発生時の状況について

　　　　・９月２３日午前１時～３時半の間に水温観測ブイの水温センサーが

　　　　　台風１５号の影響でセンサーが破断致しました。

　　　　　その後、ウトロ漁業協同組合山本課長様にお願いし、引き上げ作業を実施し
　　　　状況の確認を行いました。

　２）海洋観測ブイ回収状況

場所：ウトロ沖

状況：
海洋観測ブイ浮遊状況

詳細：
海洋観測ブイ自体は
流されず設置場所付
近で見つかる。

場所：ウトロ沖

状況：
土嚢回収状況

詳細：
海洋観測ブイ用の土嚢
の回収



場所：ウトロ沖

状況：
海洋観測ブイ回収状況

詳細：
海洋観測ブイの回収
定置船での吊り下げ
状況

場所：ウトロ沖

状況：
海洋観測ブイ回収状況

詳細：
海洋観測ブイの回収
定置船での吊り下げ
状況



　３）海洋観測ブイ破損状況

場所：ウトロ漁港

状況：
海洋観測ブイ回収完了

詳細：
海洋観測ブイ及び
水温計の海上からの
回収完了。

場所：ウトロ漁港

状況：
水温計破断箇所

詳細：
海洋観測ブイから
約１ｍのところで
水温計の破断を確認。

場所：ウトロ漁港

状況：
水温計破断箇所
（拡大写真）

詳細：
海洋観測ブイから
約１ｍのところで
水温計の破断を確認。



　４）当初設置の状況について

　　　当初の設置状況の方、下記の通り写真にて状況を御連絡致します。

　　　水温計固定に当たっては、先年度より別の水温計や実際の漁具等の

　　　取付実施のあるウトロ組合様にご協力を頂き設置作業を実施しております。

＜　設　置　状　況　図　＞

場所：ウトロ漁港

状況：
水温計破断箇所
（断面拡大写真）

詳細：
水温計ケーブルが
強い力に引っ張られた
形で破断していることを
確認。



　５）当初設置の状況写真

　・使用資材

水温計

海洋観測ブイ固定用ロープ

海洋観測ブイ



余長箇所

水温計捕縛状況

水温計捕縛状況

水温計捕縛状況



　６）破損状況の考察

　　　９月９日に発生した台風１５号の影響により設置しているブイが波浪による上下への引っ張り

　　が発生したことにより、支えのロープが延びた事によるセンサー破断が今回の故障の原因と

　　推測されます。

＜平常時＞ ＜高波浪時＞

観測ブイ

水温計

おもし

オホーツク海
海上

観測ブイ

おもし

オホーツク海
海上

高波浪時、ブイが潮に
流され、引っ張られる



＜今回の破損状況＞

観測ブイ

おもし

オホーツク海　海上

高波浪時、ブイが
潮に流され、引っ
張られる

水温計が破断



＜異常データ表示時の状況＞

　　今回、破損した状況としては、観測データからの推測により、９月２３日０時４７分08秒観測後、異常値データが

　表示された３時４７分36秒までの間、データが欠落していることから、ブイ自体が高波浪による影響で沈んでいた

　ことがデータにより裏付けされております。

　よって沈んでいた0:47～3:47の約３時間の間に、かなりの潮の流れによるひっぱりを受けて、ロープが延びた事に

　よる破断が故障原因と推測されます。

　

　　また、今回ロープが新しいもので有った為、ロープの延びが発生しセンサー破断につながったことも推測されます。

　　（ロープメーカーより新しいロープについては、破断に至るまでの伸びとして最大１ｍ当たり約20%程度の伸びが

　　発生するとの情報を得ております。）

　　設置時センサーケーブルの余長としてローブ1m当たり10㎝（10%）を考慮しておりました。理由は、下記の3点です。

　　・ケーブルの余長を長くすれば、正確な水温計測ポイント（水深-1m・-5m・-10m・・・）での計測が出来なくなってしまう。

　　・ローブの破断値までの伸びを考慮しケーブルの余長を設定してもローブ自体が破断する為、無意味となってしまう。

　　・宇登呂地区の海象条件や他所同様海域での過去の実績・設置事例を基にケーブル余長をロープ破断時の伸び率

　　　の約半分に設定。

　　　　（他所同様海域での設置事例において今回のような破損は、平成24年2月現在のところ確認されていません。）



７）宇登呂海上付近の気象条件による考察

　１）台風の影響による考察

　　今回の台風による波浪に関して、過去５年にわたる台風の経路状況等を下記の通り纏めております。

2006年

2007年

2008年

2009年

2010年

2011年

　　尚、過去５年に於いては、今回の水温計が破断した２０１１年台風１５号が今回ブイを設置した海域に

　　最も近い場所を、台風としての勢力を維持して通過しております。

　　（別紙、気象庁発表台風経路図及び台風位置表参照。）

　

＜宇登呂に近い海域を通過した台風の規模＞

順位 年度 名称 中心気圧 最大風速 大きさ 強さ

１番目 ２０１１年 台風１５号 975hPa 35m/s 大型 強い

２番目 ２０１０年 台風０７号 990hPa 23m/s － －

３番目 ２００７年 台風０５号 998hPa 18m/s － －

　　尚、ここ１年は海水温の上昇により台風の規模が北上しても勢力がなかなか衰えない傾向にあり、

　　比較的大型の台風が上陸したと推測されます。

　　今度、同程度の規模の台風接近については、今後の気象変化によることもあり予想が困難ですが

　　今回の故障発生時の台風１５号については、気象条件の近い過去５年に於いては一番影響が大きい

　　台風であったことが、気象庁のデータからも証明することが出来ます。

　　参考資料：気象庁発行　台風経路図　2009年～2011年版

　　　　　　　　　台風位置表

　　尚、国土交通省港湾局にて公開しております「全国港湾海洋波浪情報網（略称：ナウファス）」より

　　宇登呂近海に最も近い観測地点である「紋別（南）観測地点」の当時のデータについて水温計

　　破断時の波の状況を確認したところ、宇登呂より約１５０ｋｍ以上離れている紋別に於いても

　　波の最高波6.15ｍ 周期10.0sec、平均波高2.02m　周期7.5secを観測しており、実際の台風にさらに近い位置で

　　あった宇登呂の海象条件は、更に厳しいものであったと推測されます。

　　「全国港湾海洋波浪情報網（略称：ナウファス）」：http://www.mlit.go.jp/kowan/nowphas/index.html

第１号～第２２号まで発生

第１号～第１４号まで発生

第１号～第２１号まで発生

台風の個数

第１号～第２３号まで発生

第１号～第２４号まで発生

第１号～第２２号まで発生









































































































































































































































































　８）故障の再発防止案について

　　破損の状況が、潮による引っ張りで伸びたことによる事が原因であることが大きいことから次回設置時に下記方法を

　実施することにより同様の事象が起きづらくなると思われます。

　　　１）今回の水温計の主な破損原因（推測）

　　　　　・潮の流れが台風によりかなりの強さで有った為、想像以上にブイが引っ張られてしまった。

　　　　　・新しいロープの為、予想よりロープの伸びが大きかった。

　　　２）再発防止策

　　　　　・観測ブイ自体には、破損等は見られなかった為、水温計の設置時の余長を見直す事により同様の

　　　　　　障害再発防止につながると思われます。

　　　　　　次回設置時には、ロープ１ｍ当たり約５０ｃｍ程度の延びを見込み、余長を見て設置することを推奨致します。

　　　　　　（ロープ自体に破損が見られなかった為、次年度はそのままロープはご使用頂けます。

　　　　　　又、ロープ自体は、すでに伸びている状況にある為、新品のロープと比べて伸びは、少なくなる状況です。）

観測ブイ

水温計

おもし

オホーツク海　海上

１ｍ

５ｍ

３０ｍ

１０ｍ

２０ｍ

2mの余長(m当たり50cmの余長)

2.5mの余長(m当たり50cmの余長)

5mの余長(m当たり50cmの余長)

5mの余長(m当たり50cmの余長)



（４）謝金の支払い

　　　　　　維持管理については、ウトロ漁業協同組合様への謝金の支払いはありませんでした。

　　　　　　（別途、海洋ブイ回収の際に謝金を御支払しております。）



3 海洋観測ブイの回収及び総点検

致します。回収に当たっては羅臼漁協協同組合様のご協力を

回収時期について

流氷による観測ブイの破損を防ぐ為に、１１月末までの間に

海洋観測ブイの引き上げ作業の方実施しております。

（前項に記載の通り９月２３日に水温計が破損しており

データとしては、９月２３日AM00:47までのデータが今年度

として取得出来たデータとなります。）

回収方法について

羅臼漁協協同組合様ご協力の下、地元漁業者様の定置船

にて引き上げ作業の方実施しております。

＜回収順序＞

浮き球側より上記回収順序の通り、回収を実施致しました。

概 要 海洋観測ブイ及び各センサーの回収及び総点検を行うものと

仰ぎながら業務の方進めております。

（３）

（２）

（１）

観測ブイ

水温計

おもし

オホーツク海
海上

おもし

浮き球

①

②③
④

⑤

⑥



（４） 謝金の支払いについて

定置船使用料並びに作業員の労務費として羅臼漁協協同

組合様に謝金の方御支払しております。

支払金額については、ウトロ漁協協同組合山本課長様と

ご協議の上、決定致しました。

海洋観測ブイ回収状況

海洋観測ブイ及び水温計の回収



海洋観測ブイ及び各センサーの点検・補修

回収した海洋観測ブイを、弊社倉庫に持ち込み補修作業の方

実施致しました。

１）使用塗料

使用塗料：マリンスターＡ（レッド）

　　　　　ユニマリン（イエロー）

（５）

補修塗料



２）海洋観測ブイ補修前

海洋観測ブイに大きな傷は、見受けられませんでした。

（貝の付着が、多少見受けられる程度です。）

補修着手前

補修着手前

貝の付着有り



３）貝殻落としケレン作業

貝殻が最も付着しやすい底面を重点的にケレン作業を実施しております。

ケレン作業



４）塗料補修作業

貝殻が最も付着しやすい底面を重点的にケレン作業を実施しております。

塗装補修作業

塗装補修作業



５）補修完了

補修完了

補修完了



６）水温計補修

水温計については、９月２３日に水温計ケーブル破断により故障しており

補修が困難な状況です。

（ケーブル内に海水が入り、新しい水温計を手配する必要があります。

　別途、購入業務によりすでにメーカのゼニライトブイにて手配を実施

　しております。）

水温計補修状況

水温計補修状況



点検が終了した海洋観測ブイの搬送

点検補修が完了しました海洋観測ブイは、現在弊社倉庫に

保管させて頂いております。

（設置場所のウトロに適当に保管可能な場所が無い為。）

次年度の保守業者が決まり次第、お引き渡しすることで

お打合せを実施させて頂いております。

保管場所住所：網走市字潮見１５６－１１

　　　　　　　山本電子工業株式会社　倉庫

保管場所決定後の移動指示連絡先

　　　　　　　山本電子工業株式会社　釧路支店

　　　　　　　０１５４－２３－７１１１　担当：山本

（６）



4 海洋観測ブイによる観測及びデータ解析

観測データ取得期間：

　　　　　６月２９日　13:39:15　～　９月２３日　00:47:08  

観測データ

ウトロ高原沖：水温５層

それぞれのデータを１時間毎に観測を行います。

観測データの送信

海洋観測ブイにて収集したデータをメーカーのゼニライトブイのにてサーバに

蓄積しそのデータを羅臼ビジターセンター等で見る事が出来るようになって

おります。そのサーバの年間使用料として、メーカに費用の支払いを実施

致しました。

＜データ転送イメージ＞

尚、メーカで収集された水温データは、インターネットがつながるパソコンであれば、どこからでも

閲覧が可能です。（携帯電話やスマートフォンからも閲覧が可能です。）

誰でも気軽に見れられる事により、手軽にそして気軽にデータの活用が出来ます。

閲覧用ＵＲＬ：http://www.wms-6a1.com/index.html

概 要 海洋観測ブイのデータを整理し、観測結果の解析を行います。

（２）

（１）

（３）
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水温データ
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観測データの解析

季節特性を下記の通り纏めましたのでご報告致します。

１）６月から７月の水温観測状況

　　６月２９日から７月３１日までの水温観測状況を下記の通り示します。

①気温は、昼夜の寒暖の差がはっきり見られますが、水温は、昼夜の寒暖差がだいたい５℃前後での

　ゆるやかな水温変動の推移に収まっております。

②６月末から７月末までに掛けて気温の上昇に伴い、１１℃前後から１５℃前後へ水温の上昇が見られます

③７月５日に気温低下に伴い全体的な水温の低下が見られますが、それ以降はほぼ安定した水温変化

　が見られます。

④７月１７日から２３日の間で気温の低下が見られますが、海水温は大きな水温変化が見られない

　ことから、気温以外にも風向や日照時間等、他にも水温の変動に影響を与える要因が存在する可能性が

　見られます。

⑤７月１日～２日、７月６日～１０日、７月１５日～１７日に於いて、水温１ｍと３０ｍの間で水温の

　逆転現象が見られることから、波のうねり等で鉛直混合の発生の可能性があります。

（４）

海洋観測ブイの水温観測データを時系列に纏め各月ごとの内容に

２０１１年６月～７月の水温観測データ
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２）８月の水温観測状況

　　８月１日から８月３１日までの水温観測状況を下記の通り示します。

①８月の気温の上昇に伴い、水温が１５℃前後から１８℃前後へ上昇が見られます。

②８月の中旬から下旬に掛けて気温の低下が見られると共にそれに反比例する形で１ｍの水温と３０ｍ

　の水温での逆転現象がみられることから、鉛直混合発生の可能性があります。

　ナウファスの波高データからは、大きな関連性は、認められませんが、気象庁の気温データでは、

　８月１６日～２７日は平均気温が２０℃に満たない日が続いており、気象条件の変化が水温の鉛直構造

　に大きな影響を与えている可能性が大きいと推測されます。

③８月の夏期の海水温が平均１８℃前後で推移していることから、１８℃付近が海水温の頭打ち温度と

　推測されます。

２０１１年８月の水温観測データ
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３）９月の水温観測状況

　　９月１日から９月２３日までの水温観測状況を下記の通り示します。

①９月の気温の低下に伴い、水温が１８℃前後から１５℃前後へ低下が見られます。

②９月５日から８日での深層部での急激な水温低下が見られます。

　気温は高めに推移しており、気温とのアンバランスがあることから、他からの冷水流入の可能性が

　あります。

③９月の下旬での台風通過に伴う影響と思われる鉛直混合と思われる水温の逆転現象が見られます。

　ナウファスの波高データからも、大きなうねりや波高が確認出来ます。

④９月１７日以降の気温の低下に伴い急激に海水温が１９℃付近から１７℃付近への－２℃ぐらいの

　全体的な水温低下が認められます。

２０１１年９月の水温観測データ
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データの活用の検討

水温データの活用を行っているウトロ漁協協同組合様にヒアリングを行い

ヒアリング内容から、水温変化と漁業の関係について下記の通り纏めまし

たのでご報告致します。

　　・漁業と水温変化について

　　　　　　近年、地球全体での気象の温暖化に伴い海水温の上昇が、盛んにニュースの話題に

　　　　　　上がる事が多くなっており、２０５０年には日本周辺の海水温が１～２℃程度上昇する

　　　　　　という試算も出ている。

　　　　　　この海水温の変化は、特に魚にとっては非常に重要で、成魚であれば自分に適した環境を

　　　　　　選択できるが、生まれた卵や稚魚は環境変化には受け身であり、それぞれ成長に適した

　　　　　　海水温があることが最近の研究で分かってきている。

　　　　　　（鮭については、孵化が４～１１．５℃、稚魚は１３～１７℃が適水温域といわれて

　　　　　　おります。）

　　　　　　その適温から少しでも外れていけば、魚の個体数の減少・絶滅の可能性が出てきて漁業

　　　　　　に多大なる影響を及ぼす事となる。

　　　　　　特に、鮭等の回遊魚については、海水温の変化によって南下する時期や、回遊ルート

　　　　　　が変わり、最悪元の川に戻って来ない可能性も少なからず叫ばれている。

　　　　　　また、鮭については、自然孵化の場合、孵化するまでの日数は水温の積算温度にて孵化

　　　　　　する時期がそれぞれの種類によって異なり、900℃～1040℃で孵化が始まる。

　　　　　　養殖で稚魚を放すタイミングもわずかな水温の差によって、栄養となるプランクトン

　　　　　　の数が大きく変わり、放流後の稚魚の生存率に影響を及ぼす為、養殖での海水温管理

　　　　　　は非常に重要であり、水温変化を継続的にデータとして蓄積していく事で、安定的な

　　　　　　漁業の発展につながると思われる。

　　　　　　よって、今度も継続的に海水温等の測定の事業を行い、それを漁業者が有効活用して

　　　　　　いくことが大切であると考える。

観測期間

測定実施となりましたのでご報告致します。

（水温の全測定データについては、ＣＤの中にデータとして納めております。）

総括

　　今回は、水温計の破損というアクシデントに見舞われ、６月～９月までの約３ヶ月間のみの測定

　　となりましたが、１ｍ～３０ｍ間の水温の鉛直構造は、波等の気象条件により大きく変動するこ

　　とがわかりました。

　　今後は、より長期的なデータを継続的に収集することにより、鉛直構造に与える気象条件の影響

　　検証し、次の段階として漁業に与える影響を併せて検証して行くのが望ましいと考えます。

（５）

今回は、ブイを設置した、６月２９日から９月２３日までの約３ヶ月間

（５）

（６）





















 
 

作成年月日：２０１２年 １月１９日 
 環境省北海道地方環境事務所釧路自然環境事務所 御中 
件名：平成２３年度羅臼ビジターセンター観測情報展示施設の維持管理等業務   
 

資 材 確 認 票 
 

山本電子工業株式会社 
 
 

印刷資材 
使用 
有無 

リサイクル 
適性ランク 

資材の種類 製造元・銘柄名 備考 

本文 ○ Ａ 上質紙 
RICOH／ 
ﾏｲﾘｻｲｸﾙﾍﾟｰﾊﾟｰ100 

 

表紙 ○ Ａ 上質紙 
RICOH／ 
ﾏｲﾘｻｲｸﾙﾍﾟｰﾊﾟｰ100 

 

見返し      
カバー ○ －    
      

用紙 

      

     
     
     

インキ類 

     
製本加工      
表面加工      加工 
その他加工      

     
     
     

 

その他 

     

 

 
↓ 
  

使用資材 リサイクル適性 判別 

Ａランクの資材のみ使用 印刷用の紙にリサイクルできます ○ 

ＡまたはＢランクの資材のみ使用 板紙にリサイクルできます  

ＣまたはＤランクの資材を使用 リサイクルに適さない資材を使用しています  

備考）１ 資材確認票に記入する印刷資材は、最新の「リサイクル対応型印刷物製作ガイドライ

ン」に掲載された古紙リサイクル適性ランクリストを参照すること。 
２ 古紙リサイクル適性ランクが定められていない用紙、インキ類等の資材を使用する

場合は、「リサイクル適性ランク」の欄に「ランク外」と記載すること。 
３ 内容に関する問合せに当たって必要となる項目や押印等の要否については、様式の変更等を

行うことができる。 



障害対応障害対応窓口窓口一覧表一覧表

釧路自然環境事務所釧路自然環境事務所　様　様

社　名　社　名　山本電子工業株式会社　釧路支店山本電子工業株式会社　釧路支店

住　所　住　所　釧路市光陽町２番１４号釧路市光陽町２番１４号

　　　　支　店　長　山本　昌廣（　　　　支　店　長　山本　昌廣（090090--31183118--87288728））

　　　　業務責任者　山本　貴範（　　　　業務責任者　山本　貴範（090090--90889088--76307630））

ＴＥＬＴＥＬ　　０１５４－２３－７１１１０１５４－２３－７１１１

ＦＡＸ　ＦＡＸ　０１５４－２３－７１２００１５４－２３－７１２０

EE--MAILMAIL　　yamamotoyamamoto--tt@@yecyec--comcom.co..co.jpjp 技術支援

第一通報先（昼間・夜間・平日・休日共通）

社　名　社　名　株式会社ゼニライトブイ　札幌営業所株式会社ゼニライトブイ　札幌営業所

住　所　札幌市中央区住　所　札幌市中央区北１条西１３丁目４番地タケダ札幌ビル７Ｆ北１条西１３丁目４番地タケダ札幌ビル７Ｆ

　　　　担当　清水　竜介　　　　担当　清水　竜介

ＴＥＬＴＥＬ　　０１１－２１８－０２１００１１－２１８－０２１０

ＦＡＸ　ＦＡＸ　０１１－２１８－０２３００１１－２１８－０２３０

EE--MAILMAIL　　rr--shimizushimizu@@zenilitezenilite.co..co.jpjp

第二通報先（第一通報先が繋がらない場合）

社　名　社　名　山本電子工業株式会社　本社山本電子工業株式会社　本社

住　所　住　所　網走市駒場南７丁目５番１１号網走市駒場南７丁目５番１１号

　　　　代表取締役　山本　昌廣（　　　　代表取締役　山本　昌廣（090090--31183118--87288728））

　　　　技術部長　　落合　新一（　　　　技術部長　　落合　新一（090090--33913391--78727872））

　　　　部　　長　　藤原　良一（　　　　部　　長　　藤原　良一（090090--30183018--53795379））

ＴＥＬＴＥＬ　　０１５２－４４－５１４１０１５２－４４－５１４１

ＦＡＸ　ＦＡＸ　０１５２－４４－５８５３０１５２－４４－５８５３

平成２４年　３月２６日平成２４年　３月２６日

山本電子工業株式会社山本電子工業株式会社




